
№001

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

回 回

回 回

回 回

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

その他事業収入等 2,400,000 2,486,460

計

修繕費1,933,000

35,320,000計

計 12,569,499

総括

看護、保健

介助、支援

10,082,379

640,440

10,722,819

-12,569,4990

状態チェック

計画

0

職務内容等

1

支援員
機能訓練士（業務委託）

4

機能訓練（リハビリ・音楽療法）

サービス管理責任者
看護師（3名非常勤）

4

3

項目決算額

0

5,981,723

歳
入

0

作業項目 作業内容 回数
重症心身障害者の日中活動支援（登録）

重症心身障害児の療育支援（登録）

重症心身障害児の発達支援（登録）児童発達支援サービス

生活介護サービス

放課後等デイサービス

月曜から金曜

月曜から土曜

1,111回/年

308回/年

通年

通年

備考

　この施設で実施する障害福祉サービスは、行政機関が利用の決定を行い、施設の利用計画に基
づき、各利用者の計画を立て適正に実施されている。

予算額
15,849,785

0回/年 通年 月曜から金曜

実施日 実施状況

26年度決算額 27年度決算額

障害児施設給付費収入

139,223

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

生活介護サービス

放課後等デイサービス

児童発達支援サービス

項目

支
出

指定管理料 11,583,000 10,082,379

317,086

2,234,000

1,966,447

その他収入 76,000

事業費

30,258,357

設定目標値 H26年度実績

利用者負担金収入

指定管理者（H27年度）
備考

5,450,000

311,000
収
入

15,500,000自立支援費給付費収入

#DIV/0!

なし

なし

255

0

120.78%308

0

上田市つむぎの家

利用区分等 H27年度実績 対前年比(%)
1,111 117.07%949なし

施設名称

指定管理者名

計 35,320,000 34,856,656

9,919,500

2,649,999

社会福祉法人上田しいのみ会

退職給付費引当資産

1

385,112

-10,722,819

サービス提供の管理、個別支援計画の策定・評価など

差引 差引

役職等
施設長

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間 利用料金

指定管理者が
行う業務内容

平成27年4月1日から平成30年3月31日

　障害者総合支援法（旧障害者自立支援法）及び児童福祉法で定める生活介
護、放課後等デイ及び児童発達支援サービスの提供。

市

2,246,740

34,856,656

30,840,000

歳
出

指定管理料人件費

313,000

事務費

嘱託医（業務委託）

実績
1

1
4

11

3

1

　福祉部　障がい者支援課
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５．自主事業の状況
(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通
（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載
　サービス低下を招かぬよう、突発的な修繕などについても早期に対応が図られている。

0

0 0

備考

開催日時

備考

内容

支出

予算額 決算額

評価

◎

○

◎

○

○

○

○

事業・イベント名 参加者数

なし

0

0

収入

項目 項目予算額 決算額

計 計

差引

0

評価項目 判　断　基　準

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実
施状況

電気・ガス・水道・燃料の
使用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施
状況

報告書等の提出

備品の管理状況

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

○

評価

○

○

評価

◎

◎

○

◎

○

○

○

○

○

○

　１日利用計画を５人から６人に増やし、稼働率も９２％と過去最高の実績を達成した
ことにより、事業収入が増加した。

評価項目

○

○

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。

評価

◎

評価項目 判　断　基　準

収入の状況

支出の状況

収入増への取り組み状況

利用料金(使用料)の取扱状
況

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対
応

サービスの提供方法

公平性の確保等

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

　当該施設利用者は自身で意思を伝えることが困難なため、保護者との定期的な懇談において
ニーズの把握に努めており、可能な範囲でサービス提供に反映している。

評価項目 判　断　基　準

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

　各利用者の身体状況などを把握し、事故防止に努めているほか、緊急時の医療機関との連携な
どに努めている。
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

③その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

評価項目 判　断　基　準 評価

・玄関出入口に自動ドアを設置し、蚊虫の侵入や風防が軽減され、利用児者に
　快適な環境を提供できました。
・１日利用計画を５人から６人に増やしたことで、家族の利用ニーズに対応でき、
　稼働率も９２％と過去最高の実績を達成できました。

・経費削減と安全のため、営業終了時に全ての電気機器のコンセントを解除する
　取り組みを職員全員で実施しました。

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

・感染症対応マニュアルの周知徹底を特にご家族、職員に図り、今年度は利用児者、
　職員ともにインフルエンザや他の感染症の発症は１件もありませんでした。

・老朽化した施設建物の建て替え計画や耐震診断が課題です。

・特に家族、保護者会のニーズが高い、ショートステイおよび緊急一時支援を
　法人施設で対応できる体制の構築に向けて取り組みたい。
・個別支援計画に基づいて、個別療育活動及び集団療育活動の充実に努めたい。

・家庭と同様にベットを使用させてほしいとの要望が１件あり、中古のベット
　で対応しました。
・前記のショート、緊急一時支援の要望は全家族からあり、前記のような対応を
　図っていきたい。

・特にありません。
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№002

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

　利用者の高齢、遠方等の理由により利用増は難しい状況が見られる。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

全館の管理運営の統括

2,123,000計 2,123,000

計 0

2,123,000

職務内容等計画

１人 １人

２人 ２人

2,218,438

実績

0 -2,123,000

実施日
日常的な館内清掃
給排水、暖房、電気、消防設備の点検

作業項目 作業内容 回数
日常清掃 一日１回

一日１回

H27年度実績

歳
出

工賃

電気、ガス、灯油

日常・定期点検

決算額

建築点検他

指導者

職員が実施

消耗品、修繕費他

職員1名分 指定管理料

H26年度実績

実施状況

毎日
毎日

職員が実施

  平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

委託料 20,000

利用者数

光熱水・燃料費 339,000

人件費

２人

332,000

統括責任者（兼務）

408,000

1,035,800

446,214

88,369

役職等

管理担当（兼務） ２人
指導担当（常勤・非常勤）

管理、総務、経理業務

220,055

20,000

差引

1,024,000

408,000謝金

その他

計

90,000

2,213,000

2,213,000

2,123,000

95,438

2,123,000

歳
入

収
入

90,000

指定管理料

事業収入

利用区分等

項目

1,666
設定目標値

予算額

1,685

市

対前年比(%)

計

製品売上

2,218,438

93.12%1,569

備考項目 26年度決算額 27年度決算額

指定管理者（H27年度）
備考

本人支給額

社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

上田市真田地域活動支援センター施設名称

指定管理者名

0

2,123,000

差引 -2,123,0000

指導業務

施設所管課 　真田地域自治センター　市民サービス課

料金制導入区分指定管理期間 無料施設　平成26年4月1日　～　平成31年3月31日

・センターの利用許可に関する業務
・障害者の地域生活支援のための訓練、相談
・センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
　利用者の拡充に向けて普及啓発を行ったがなたが、施設の特性上限界はあり。
　真田丸関連の商品開発に努めている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

　基本協定書や業務管理仕様書に規定する報告等は、遅滞なく提出すること。

　指定管理者と提出書類や報告時期等を再確認を行い徹底する。

ふれあい広場等で利用者による販売活動

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

0 0

0 0

0

項目
経費がかからない活動

項目

計 0 計

予算額 決算額 備考

随時

開催日時

随時

2人

身障協会に普及啓発活動を社協広報で実
施

お屋敷公園真田庵及び新鮮市真田で展示
販売

内容

差引

利用者研修事業

収入
予算額 決算額

支出

技術向上を図るための研修実施
指導者の指導方法の協議

製作品販売促進事業
3回

随時

新製品開発事業 随時

事業・イベント名

木彫り教室の宣伝

参加者数

能力開発を図るため新製品の開発
『六文銭』関係の製作販売

備考

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 △

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

評価

○

○

○

○休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

備品の管理状況

評価項目
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

　概ね適切に行われているが、社会的弱者が利用している施設でもあり、緊急・災害時
対応等が、より具体的なマニュアルの整備を要する。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価判　断　基　準

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収入の状況

判　断　基　準 評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○

○

○

○

○

○

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

○

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 △緊急・災害時への対応

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

施設管理上の秘密の保持等

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

個人情報の保護等

利用者の安全対策の状況

従業員の労働条件(1)

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

評価項目

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

　事業計画どおり実施されているが、利用者減等の状況も含め、今後のあり方を具体的に検
討する必要がある。

支出の状況

収入増への取り組み状況

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入

3



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・「六文銭」関係等新製品開発を行うとともに、作品を通じて利用者拡大のPRに努めた。
　なるように会員へのＰＲに努めた。
・職員研修に全職員が参加することで、接客並びに苦情解決等の向上に努めた。

・室内温度を確認しながら、暖房用の燃料節減に努めた。

・高齢の利用者が多いため、健康面等に配慮しながら意欲向上にも努めた。
・障がいの状況に合わせ指導補助に努めた。

・障がい者の自立、訓練の場としてのセンターのあり方を研究する時期が来ている。

評価評価項目 判　断　基　準

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

4



№003

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

・施設の運営・管理について適正に行われている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

年3回 専門業者に委託

料金制導入区分指定管理期間 利用料金　平成23年4月1日　～　平成28年3月31日

　・介護保険事業（通所介護、介護予防通所介護）
　・中央デイサービスの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

自動ドア保守点検 有資格者による点検

管理者（所長、常勤）
職務内容等

施設の維持管理業務、利用者の介護

差引 0 0

施設の維持管理業務、利用者の健康管理

実績

50,150,474

社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

上田市中央デイサービスセンター施設名称

指定管理者名

計

4,879,000

40,609,000 37,959,151

備考項目

・施設の修繕や各種イベントを開催し、利用者増に向けての取り組みが見られる。

5,950

予算額

H27年度実績 対前年比(%)

5,8974,770 123.63%
設定目標値 H26年度実績

雑収入

指定管理者（H27年度）
備考

3,172,000

35,000

利用区分等

収
入

計

受取利息配当収入

H26決算額 H27決算額

0

市

65,000

歳
入

人件費

624,000事務費

54,310,36153,730,000

29,774,000 28,566,890

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

燃料費 1,201,000

光熱水費

実施状況

随時

1,254,082

1,100,313

3

専門業者に委託

3

デイサービス利用者数

計

歳
出

職員が実施

毎日
随時

日常清掃
生垣等手入れ

職員が実施
シルバー人材センターに委託

一日1回以上
月1回以上

一日1回以上 毎日
9月7日、2月7日年2回

作業項目 作業内容 回数 実施日

施設等修繕

日常的な館内外の清掃

植木、生垣等の剪定・手入れ
給排水・冷暖房・電気設備の点検

有資格者による法定点検

床暖房等施設点検・修繕

消防設備点検

日常・定期点検

専門業者に委託

47,480

47,480

決算額

4,064,927

介護報酬収入 50,458,000

利用者等利用料収入

項目

16,351,210

11

役職等

差引

業務委託費

その他

1

13,121,000

看護師（常勤、パート）

1

2,875,218

3,557,122

1,255,000

605,526

0

2,876,000

計画

全館の管理・運営・経理業務

11介護員（常勤、パート）

0

計 0

　福祉部　高齢者介護課

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・介護保険施設であるため、国の基準に沿った人員配置がされ、運営も適正に行われている。
・自主事業を数多く実施している。参加費も無料とし、参加しやすくしている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

11月7日～13日 35 紅葉見物を兼ねながら

5月16日 12 作る楽しみを感じ召し上がる
品物を考えながら選び買い物をする

まゆ玉づくり 1月13日、14日 27 まゆ玉を作り飾る

種目別に楽しみながら運動機能向上を図る

紅葉ツアー・サントミューゼ見学

2月3日 15 館内にて豆まき

七夕祭り 8月7日 13 短冊に願い事を書き、笹に飾る
かき氷づくり

お楽しみ会 12月12日～18日

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

どら焼きづくり

節分豆まき

備品の管理状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

○

◎

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

評価評価項目

0

0

運動会 10月9日～15日 75

27

備考

買い物ツアー 5月21日～27日 67

78

8月18日、20日 26 幼少期を思い出しながら召し上がる

ボランティアの方、職員等と芸を楽しむ

ひな人形飾付、鑑賞、昼食

支出

962月25日～3月3日

収入
予算額 決算額

ひな祭り

0

お花見（桜、薔薇、紫陽花、連）

開催日時
4月・6月・7月

事業・イベント名

依田川沿いの鯉のぼり見学

内容
季節の花を楽しむ

5月1日・2日
47

鯉のぼり見学

参加者数

予算額 決算額 備考項目項目

0 計 0計

0差引

判　断　基　準

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

○

◎

○

2



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入

支出の状況

収入増への取り組み状況

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

○

収入の状況

利用者の安全対策の状況

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

サービスの提供方法

評価項目 判　断　基　準 評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

判　断　基　準

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

○

○

評価

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

○

○

○

○

○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

個人情報の保護等

緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

○

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(1)

3



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・利用者拡大のため、各種イベント等を企画、実施していく予定です。
・職員の資質向上を目的として研修に参加していきます。

・浴室の中を入りやすく改善できませんか、玄関のスロープの近くにマンホールがあるの
で段差をどうにかしてもらえませんか、との問い合わせあり。

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・利用者の安全確保のため、館内の整備点検を行い修繕しました。
・インフルエンザ対策のため、施設の入口に消毒薬を配置しました。

・環境整備として館内の修繕を行い、扇風機の交換とエアコンの掃除をし、過ごしやすい
環境を整えました。
・お試し利用も、ケアマネや家族から希望があれば、その都度対応しました。
・家族より延長の希望があり、対応しました。

・コピー機交換によりコストの節減を行いました。
・職員が統一して、無駄のない消費対策（電気・水道）を行ってきました。

・床マットが老朽化して外れている箇所があったので、テープで固定するなど安全に配慮
した。

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

衛生管理について 感染防止のための取組みがあること。

評価項目 判　断　基　準 評価

○

4



№004

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

・施設の運営・管理について適正に行われている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

食事の提供 昼食の提供 一日1回 毎日 専門業者に委託

2,677,000

指定管理期間

生活相談員
利用者の生活全般の看護・機能訓練・介護業務

2 利用者の利用状況全般の把握及び相談業務

実績 職務内容等

差引 0 0

社会福祉法人　上田しいのみ会

市

105.18%

施設名称

指定管理者名

計

7,588,000

66,717,000 66,838,012

　平成23年4月1日　～　平成28年3月31日

　・介護保険事業（通所介護、介護予防通所介護）等利用に関する業務
　・室賀デイサービスの施設、設備等の維持管理に関する業務
　・介護予防等周辺業務に関する情報の収集及び交流の促進を図る業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

7,400

上田市室賀デイサービスセンター

利用料金料金制導入区分

（20.70人） （21.56人）
6,395

設定目標値 H26年度実績

備考項目

受託収入

指定管理者（H27年度）
備考

10,028,000

8,600,000

利用区分等

収
入

467,101その他

1,200,000

業務委託費

その他

事業収入

H25決算額 H26決算額

（30人）

492,000

歳
入

人件費

69,394,000

47,240,000 47,072,138

計

2,690,000給食費

70,142,305

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

燃料費 2,975,000

デイサービス利用者数

光熱水費 4,364,000

車両リース料等

灯油代、車両燃料費等

項目

4,338,000

給食業務等

介護保険収入

利用者負担金収入

実施日 実施状況

2

対前年比(%)

6,726

歳
出

2,918,854

15

2,720,382

毎日
毎日一日1回

H26年度実績

計

職員、外部委託
職員が実施

基本往復
一日1回以上

0

職員が実施

毎日
毎日

作業項目 作業内容 回数
自宅から施設への送迎
血圧、熱などの確認、身体状況の確認

身体機能の維持・向上の為

送迎
バイタルチェック

一日1回以上
入浴介助入浴

機能訓練
職員が実施

9,139,635

1,229,418

決算額予算額
49,171,712

10,134,439

49,074,000

施設長・管理者（常勤兼務）

1,857,540

差引 3,304,293

1

7,931,098

計画

1,860,000

介護職員・看護師・機能訓練指導員 15

役職等

1

0

計 0

運営の統括・管理業務

0

　福祉部　高齢者介護課

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

・設備を使用し、介護予防に力を入れた取り組みが見られる。

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

○

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ◎

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

○

○

○

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

備考

498,000

決算額

500,000

評価項目

ミニデイサービス

498,000

500,000

評価判　断　基　準

収入
予算額

運動教室

マシーンを使用した運動、バイタルチェック等

　〃

内容

計

項目

参加者数

支出
項目

事業・イベント名
運動教室

開催日時
月・火・金（PM）

水（AM,PM)・木（PM）ミニデイサービス
415人

予算額 決算額 備考

差引

0 0

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

500,000 498,000
※自主事業のみの支出は把握していない。

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

計

2



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入

○

○

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

評価項目

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

利用者の安全対策の状況

収入の状況

利用者満足度の把握

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

支出の状況

収入増への取り組み状況

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

○
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。

判　断　基　準 評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

○

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

判　断　基　準

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

施設管理上の秘密の保持等

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

帳票類の保管等

○

従業員の労働条件(1)

3
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・地域ニーズを把握しながら特色を持ったサービスを提供できるように常に事業の見直し
をしていく。
・利用者に飽きずに楽しんでもらえる企画を行事等に盛り込んでいく。

・請求書、領収書などは、今までは連絡帳に挟んでいたが、封筒に入れて配布するように
した。（封筒が無駄だという方は個別に対応している。）
・設備面でのご意見に対し、補修・改修を検討中。（浴室については、補修、業者による
クリーニングを行っている。トイレの仕切りがカーテンとなっているところ、ご利用者の
方が開けてしまう。プライバシー保護のため設備改修を検討中。）
・冬場入り口付近の利用者から寒いとのご意見あり。敷居の設置で対応。

・居宅介護支援事業者との連絡を密にとり、空き情報の提供をこまめにした。
・職員の内部研修において、ご利用者への接遇を図り、認知症等の知識・理解を深め、職
員の資質向上を図った。
・施設内を散歩による歩行訓練ができるように施設内を整備し、歩行器の充実を図った。
・大型の加湿器を導入し通年湿度を一定に保持するよう努めた。

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・ご家族、居宅介護支援事業者、医師などと連携を取りサービスの提供をするように努め
た。
・施設設備使用後にはきめ細かい清掃に努め、次亜塩素酸水を使用し設備の消毒に努め感
染予防を心がけた。
・感染予防の取り組みを重視し、通年に渡り手洗い、うがい等の徹底を図るとともに、感
染の流行時には職員はマスクを着用し感染予防に努めた。

・同業者が多く競争が厳しくなり利用者の取り合いになっている面がある。
・稼働率は上がってきたが、軽度者の利用が多く収支に反映されにくい。
・設備の老朽化にあたり設備の維持にコストがかかるようになってきた。
・灯油など燃料費の高騰による影響を受けやすい。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

②経費節減に対する取り組み

③その他

感染防止のための取組みがあること。

判　断　基　準

衛生管理について

評価項目

○
評価

・印刷機器につきコスト節約型のものに入れ替えコスト削減を図った。
・冷房危惧等季節に合わせた適切な使用をするように努めた。
・引湯している温泉をを活用し無駄に加湯することがないようにした。

5



№005

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

・施設管理について適正に行われている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

7月24日 専門業者に委託設備等保守 浴室リフトの点検 年1回以上

電気設備点検 有資格者による法定点検 年1回 9月11日 専門業者に委託
ガス設備点検 有資格者による法定点検 随時 7月24日、10月15日 専門業者に委託

年1回以上 2月19日 専門業者に委託

・施設の修繕や隣接する児童センターとの交流を図り、利用者増に向けての取り組みが見ら
れる。

　平成23年4月1日　～　平成28年3月31日

　・介護保険事業（通所介護、介護予防通所介護）
　・神川デイサービスの施設、設備等の維持管理に関する業務
　・神川公民館の鍵の管理（公民館職員不在時の鍵の貸し出し業務）

指定管理者が
行う業務内容

　福祉部　高齢者介護課

看護師（常勤、パート）

施設の維持管理業務、利用者の介護

職務内容等

4,317,000 差引 0 0

施設の維持管理業務、利用者の健康管理

実績

計

4,816,000

47,648,000 47,805,521

0

項目

社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

上田市神川デイサービスセンター施設名称

指定管理者名

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間 利用料金

5,700

市

106.00%

備考

H27年度実績 対前年比(%)

6,5206,151
設定目標値 H26年度実績

その他

指定管理者（H27年度）
備考

4,318,000

30,000

利用区分等

収
入

業務委託費

その他

H26決算額 H27決算額

歳
入

34,054,871

計

314,000事務費

51,854,101

11

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

燃料費 1,446,000

1,762,000

271,600

項目

1,926,912

1,444,769

光熱水費

3
管理者（所長、常勤）

人件費

51,965,000

34,057,000

デイサービス利用者数

実施日 実施状況

随時 専門業者に委託

3

計

歳
出

職員が実施

毎日
随時

日常清掃
生垣等手入れ

職員が実施
シルバー人材センターに委託

一日1回以上
月1回以上

一日1回以上 毎日
9月11日、1月13日年2回以上

作業項目 作業内容 回数

施設等修繕

日常的な館内外の清掃

植木、生垣等の剪定・手入れ
給排水・冷暖房・電気設備の点検

有資格者による法定点検

床暖房配管修繕ほか2件

消防設備点検

日常・定期点検

設備等保守 給湯ボイラーの点検（入浴、厨房、床暖房）

専門業者に委託

15,000

決算額予算額
47,565,517

4,273,584

介護報酬収入 47,617,000

利用者等利用料収入

差引 4,048,580

1 1
役職等

5,252,211

4,855,158

計画

5,253,000

介護員（常勤、パート） 11

0

計 0

全館の管理・運営・経理業務

0

1
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
・介護保険施設であるため、国の基準に沿った人員配置がされ、運営も適正に行われている。
・自主事業を数多く実施している。参加費も無料とし、参加しやすくしている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

繭玉づくり 1月13日 22 利用者に楽しんでもらい精神的な活性化を図る

99

節分 2月3日 23 利用者に楽しんでもらい精神的な活性化を図る

ひな祭り 3月3日 21 利用者に楽しんでもらい精神的な活性化を図る

七夕まつり 8月4日～7日 61 児童センターの児童との合同七夕行事
運動会 10月20日～24日 運動機能向上を図る

6月1日、2日 20 ばらの花見
外食 6月8日～30日 33 お店での食事

紅葉見物 11月3日～9日 36 紅葉の見学
忘年会 12月15日～18日 85 利用者に楽しんでもらい精神的な活性化を図る

ばら見物

評価項目

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

備品の管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価

◎

○

◎

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

消防設備の保守管理状況

備考

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

合唱やレクリエーションを通じての交流神川小学校との交流会
第一中学校との交流会

10月29日

収入
予算額 決算額

0 0差引

桜のお花見、鯉のぼり見学
つつじの花見

内容事業・イベント名
お花見ドライブ

開催日時
4月13日～16日

参加者数

つつじ見物 36

6月9日、11月13日

支出

31
61

5月11日～14日

予算額 決算額 備考

合唱やレクリエーションを通じての交流

33

項目項目

0 計0計 0 0

○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

支出の状況

収入増への取り組み状況

評価項目

利用者の安全対策の状況

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

個人情報の保護等

利用者満足度の把握

○緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

従業員の労働条件(1)

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

判　断　基　準 評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

○

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

判　断　基　準

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

○
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

収入の状況

○

施設管理上の秘密の保持等

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

○
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・上田市社会福祉協議会が掲げる「あったかい、心あふれる、協働のまち」のキャッチフ
レーズのもとに、地域住民のニーズに応え、関係機関とも協働しながら、心のこもった
サービスの提供に努めていきます。

・床暖房が不調で冷たいとの指摘があり、業者に修繕依頼し対応いたしました。

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・併設する地域包括支援センターや介護相談センターと連携し、地域の利用者がワンス
トップで目的が達成できるよう配慮しました。

・複合施設の特徴を活かし、児童センターとの世代を超えた交流を図るとともに、地元小
学校との交流を行うことで、利用者にも児童・生徒にも励みになるような取り組みを行い
ました。
・利用者が安全かつ快適に利用してもらえるように、施設等の修繕を行いました。
・新型インフルエンザやノロウィルスに対する感染防止のため、利用者への情報提供を行
うとともに、消毒液の配置等感染予防を強化しました。

・夏季のエアコン利用については、扇風機も利用しながら節電に心掛けました。
・館内の電灯、換気扇等利用していない場所について、こまめに電気を切るよう確認しま
した。

・施設の老朽化に伴い、修繕が必要な個所が散見されます。
　（床暖房が毎年半分暖まらず修繕を繰り返している。→平成27年度改修済）
　（入用施設に不都合が生じている。）

②経費節減に対する取り組み

③その他

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

評価項目 判　断　基　準

○感染防止のための取組みがあること。

評価

衛生管理について

5



№006

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

（施設所管課による評価）

・施設の運営・管理について適正に行われている。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

0

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間 利用料金　平成23年4月1日　～　平成28年3月31日

　・介護保険事業（通所介護、介護予防通所介護）
　・塩田デイサービスの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

介護職員
調理等3

0 0

利用者の介護

実績 職務内容等

1
2

0

信州うえだ農業協同組合

上田市塩田デイサービスセンター施設名称

指定管理者名

計 69,300,000 64,635,542

市

94.45%

備考項目

・地元の保育園や小学校との交流を図り、利用者増に向けての取り組みが見られる。

6,9137,000 6,529
設定目標値 H26年度実績

その他

指定管理者（H27年度）
備考

利用区分等

収
入

H26決算額 H27決算額

光熱水費

歳
入

平成２7年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

その他

業務費

4,363,783

項目

8,053,672

3,039,138

6

管理者

人件費

69,300,000 64,739,000

デイサービス利用者数

1
生活相談員 2

49,178,949

計

実施日 実施状況

H27年度実績 対前年比(%)

計

歳
出

専門業者に委託

毎日
12月

日常清掃
管内清掃

職員が実施
専門業者に委託

一日1回
年1回
年2回 5月・11月

8月・2月年2回

作業項目 作業内容 回数
日常的な館内清掃
専門業者による清掃
有資格者による法定点検
定期点検ボイラー点検

消防設備点検
専門業者に委託

8,316,000

決算額予算額
50,780,700

5,642,300

介護報酬等

利用料

差引 103,458

その他

役職等 計画

0

業務統括

0

3
6

差引

　福祉部　高齢者介護課

利用者の介護・利用の相談
看護職員 4 4 利用者の医療ケア

計 0

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通
（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

・介護保険施設であるため、国の基準に沿った人員配置がされ、運営も適正に行われて
いる。

評価項目

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

評価

○

○

○

○

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

備考
収入

参加者数

0 0 0

0 0差引

内容事業・イベント名 開催日時

予算額 決算額
支出

予算額 決算額 備考

計

項目項目

0 計

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

2



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

支出の状況

収入増への取り組み状況

評価項目

利用者の安全対策の状況

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

○個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

判　断　基　準 評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

判　断　基　準

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

◎

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

収入の状況

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

適切に運営されている。

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・当事業所独自の魅力ある施設づくりのため、レクリエーション等内容の検討をしてい
く。
・利用者確保のため、他事業所への依頼等声かけ。
・今後も職員の資質向上のため、各種研修会を実施していく。

・ヒヤリハット等発生した場合、朝礼、終礼等必要に応じ即対応している。

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・利用者へのサービスの向上及び職員の資質向上のための研修会を年7回実施しました。
・電話回線がFAXと同一だったため、１回線増設しました。
・サービス向上、また利用者に喜んでいただくために、外出レクでイチゴ狩りを復活実施
しました。
・居宅事業所への訪問。
・職員の資格取得のため事業所内での勉強会を実施。

・人件費削減のため、効率の良い人員配置等（早番、遅番）の見直しを行いました。
・節電、節水、コピー用紙等の再利用。

・利用者の安全確保の観点から、古い折りたたみベッド等を新たに購入しました。

・施設、備品等が老朽化のためボイラー、冷凍冷蔵庫、送迎用自動車、特殊浴槽専用リフ
ト等の修理、修繕が増加している。

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

衛生管理について 感染防止のための取組みがあること。

評価項目 判　断　基　準

○
評価
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№007

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

指定管理者が
行う業務内容

指定管理期間

施設所管課

生活相談員介護職員等

0

利用者の送迎、介護、相談等デイサービスの業務

実績 職務内容等

利用者の送迎2

上田市丸子デイサービスセンター施設名称

指定管理者名

計 78,513,000 93,769,492

0

備考

0

項目

社会福祉法人　敬老園

利用料金平成23年4月1日～平成28年3月31日

介護保険の通所介護（デイサービス）事業と、それに係る施設の維持管理

料金制導入区分

#DIV/0!

100.00%28

市

96.06%

27

850

0 0

27

H27年度実績 対前年比(%)
8,420

1,318 807

8,765

61.23%

設定目標値 H26年度実績

　雑収入

指定管理者（H27年度）
備考

97,631,000

利用区分等

収
入

H27決算額

歳
入

4,652,000

  平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

利用者負担軽減額 162,000

H26算額

事業費支出 14,128,679

91,661

58,184,000 57,279,089

97,486,919

事務費支出

管理者

4,355,379

19,118,000

役職等

814,684

17,100,000

15,515,000

3,717,427

減価償却費

引当金繰入

通所介護（介護給付）
予防通所介護（介護予防給付）

外部利用者

1日平均利用者

予算額項目

実施状況

　年2回以上 4/14・10/27 専門業者に委託

16

計

歳
出

専門業者に委託

毎日

9月・3/19

日常清掃

定期清掃

職員が実施

清掃業者に委託

　1日1回以上

　年2回以上

　年2回以上消防設備定期点検 5/16・11/21

9/28・2/18　年2回

作業項目 作業内容 回数 実施日

8,500

レジオネラ属菌水質検査

日常的な館内清掃

専門業者による館内清掃

有資格者による法定点検
館内の全利用者による避難訓練

有資格者による検査

防火訓練 避難訓練・通報訓練

決算額

97,486,919

利用料金

　介護保険収入

人件費支出

97,631,000計

1 1

2運転手

16

0

差引

計画

00

デイサービスの運営を管理

計

差引 0

　福祉部　高齢者介護課

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

入浴に温泉水を使用し、利用者の満足度を高める取り組みを行っている。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施
状況

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

判　断　基　準

○

日常清掃及び定期清掃の実
施状況

電気・ガス・水道・燃料の
使用状況

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

評価項目

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○

○

報告書等の提出

評価

◎

1,020,000 1,474,417

○

通年

予算額 決算額
支出

3,870食敬ちゃん弁当（昼・夕食弁当） 一般住民対象の昼・夕食弁当

事務費支出

備考
3,196,000 4,159,050

収入

小春ちゃん弁当（昼・夕食弁当） 2,525食通年

配食数

12,000 0

予算額 決算額
1,643,000

開催日時
通年

事業・イベント名
生きがいデイ対象配食サービス

デイサービス利用者の昼・夕食弁当

人件費支出

項目
配食サービス収入 811,544

771食
内容

生きがいデイサービス対象者への配食

1,873,089

項目 備考

差引

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

4,159,050 計

事業費支出

3,196,000計 2,675,000 2,285,961

521,000

備品の管理状況 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

毎月イベントを開催し、新規利用者増に向けて取り組んでいる。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

職員の基礎研修を行い、スキルアップに努めている。

月１回、接客研修を実施している。

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

・緊急・災害時の対応として、館内全利用者を対象とした避難訓練を年２回実施している。

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状
況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

評価項目

収入増への取り組み状況

サービスの提供方法

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

公平性の確保等

従業員の配置状況

従業員の施設利用者への対
応

施設賠償責任保険の加入

緊急・災害時への対応

評価項目

支出の状況

利用者の安全対策の状況

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

個人情報の保護等

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

○

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

○
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

○

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ◎

評価判　断　基　準

○

○

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

判　断　基　準

○

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

帳票類の保管等

◎

施設管理上の秘密の保持等

○

従業員の労働条件(1)

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

○

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・毎月イベントを開催し、新規利用者2～3名の増を目指した。
・利用時間を延長して対応した。（7時間から9時間へ）
・入浴に温泉を使用している。
・職員の基礎研修を行いスキルアップに努めている。
・地域のボランティアや、丸子中学校との交流会を行っている。

・節水に心掛けた。
・コピー用紙の削減
・野菜を栽培し食事に提供した。（ミニトマト・ナス等）
・熱さ対策による夏場の緑のカーテンの実施。（ゴーヤ・朝顔）

・感染症（インフルエンザ・ノロウィルス・疥癬）など予防を徹底した。
（マスク配布・消毒の徹底・玄関にタオルを敷き下足の消毒・お茶うがいの声がけ）

・長野朝日毎日放送と協賛し、法人としてエコキャップキャンペーンを行った。

・ボイラーの修理（老朽化のため）などの対応が多くなり、修理費も増加傾向
・エアコンの修理が必要
・デイサービス内の設備も徐々に老朽化が進み、必要設備の新規購入が増えている。
・継続して、緊急、災害の訓練等の実施。

・四季に合わせたイベントを開催する。
・選択メニューや季節の料理を取り入れていく。
・利用者と作れるおやつづくりの実施
・季節にあわせたドライブの実施
・中重度化（要介護度３以上）の受け入れ
・配食弁当の実施

・余暇活動の充実、四季の散歩、敬老園「楽食」のツアーを行って欲しい。
→計画し実施する予定

②経費節減に対する取り組み

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

評価項目 判　断　基　準 評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ
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№008

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

 平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日 料金制導入区分 利用料金

指定管理者が
行う業務内容

 介護保険による通所介護・介護予防通所介護
 生きがい対策デイサ－ビス事業
 施設、設備等の維持管理に関する業務

施設所管課  福祉部　高齢者介護課

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称  上田市武石デイサ－ビスセンタ－やすらぎ

指定管理者名  社会福祉法人 上田市社会福祉協議会

指定管理期間

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

 日常清掃 館内清掃 1回/日 毎日 職員が実施

 保守点検 自動ドア 年3回 6/19,10/28,2/22 専門業者に委託
 保守点検 エレベーター 年6回 4/11,5/28,7/23,7/29，10/26,1/19 専門業者に委託
 保守点検 ボイラー 年2回 7/8,11/27 専門業者に委託
 消防設備点検業務 法定点検 年2回 10/1,3/31 専門業者に委託

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

通所介護 6,730 7,689 114.25%
通所介護予防 573 326 56.89%

指定管理者（H27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H25決算額 H26決算額 備考

収
入

介護保険収入 64,369,000 64,424,090

歳
入

雑収入 49,000 57,130

国庫補助金等取崩 0

0

受取利息配当金収入 36,000 35,030

計 64,454,000 64,516,250 計 0

36,511,000 35,377,329

歳
出減価償却費 0

事務費 396,000 309,572

事業費 27,287,000 25,985,272

引当金繰入 260,000 0

支
出

人件費

差引 0 0

計 64,454,000 61,672,173 計 0

　３人 介護計画・相談・苦情受付
管理者（嘱託） １人

0

差引 0 2,844,077

看護師（パート・派遣） ２人 ２人 看護業務

役職等 計画 実績 職務内容等

生活相談員（正規） ３人

 定期清掃 館内清掃 年1回 10/24 専門業者に委託
 消防設備点検業務 防火管理者点検 年2回 8/28,10/14 職員が実施

１人 デイサ－ビス全体の運営を統括・施設管理

介護員（臨時・パ－ト・派遣） ９人 ９人 介護業務

看護師（正規） １人 １人 看護業務

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通
（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

寿司ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ 2/20・3/21 42 外食の機会が少ない高齢者に食を楽しむ

76 四季の移り変わりを肌で感じ、気分転換を図る

事業・イベント名 開催日 参加者数 内容
喫茶会 5/15～20 80 外出機会の少ない高齢者に社会参加

園児・児童との交流 7/21～23 62 世代を超えた交流をし生きがいを感じてもらう

紅葉狩り 10/20～23

収入 支出

花見 4月・7月 149 四季の移り変わりを肌で感じ、気分転換を図る

項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

まゆ玉づくり 1/7～13 94 園児とまゆ玉づくりを一緒に楽しむ
手づくな 4/3～23・6/28～30 132 手先の運動を兼ねて楽しむ
柏餅づくり 4/20～22 53 季節の食を感じてもらう。
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・苦情として報告するような案件は、特にありませんでした。

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の労働環境確保 従業員の労働条件や賃金水準は適正に確保されているか。 ○

利用者へのサ－ビス状況 利用者主体でサービスを行っているか ○

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

・利用者増を図るために、職員でアイデアを出して各事業所（ケアマネ事務所）に
　チラシ作成と該当利用者のデイの状況報告をするように取組を実施しました。
・食事にコンセプトメニュー（行事食、郷土食、うどん・そば・寿司の実演など）を
　取り入れ、食の楽しみが増えるよう工夫しています。
・毎月１回職員全体の話し合いを持ち、事業理念の確認や改善点を協議しています。

・全体的に細かいところで経費削減を実施しました。
　（玄関マット数量削減・蛍光管の購入方法の変更・不要な場所の消灯など）

・ノロウイルス、インフルエンザに対応するために、全館消毒を実施するとともに、
　日常的な消毒も強化し、予防に努めました。
・加湿器及び空気清浄機などで、冬場のインフルエンザ等の感染予防に努め、業務
  を行いました。
・ＡＥＤについて、パットの有効期限が切れており、パットのみ新規購入をしました。

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・施設や設備の老朽化が目立ってきており、修繕や更新が必要なものがあります。
　（更新　⇒　特殊浴槽　　　修繕　⇒　ボイラー・水廻り・ＦＦファンヒータ）

・介護保険改訂により、介護報酬が減少していますが、他に加算が取得できるものは、申
請を進めています。
・利用者の減少により厳しい経営環境ですが、利用者へのサービスが低下することのない
よう、満足の得られるサービス提供を進めていきます。
・利用者は、昨年度と同様な人数を計画（20人／日）しています。
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№009

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

 福祉部　福祉課

　休館日を年末年始のみとするなど、利用者の便宜を図ることで、前年度より利用者が増加してい
る。午前8時30分から午後10時までの開館時間でありながら、セキュリティの確保など安全な施設運
営に努めている。

無料施設平成23年4月1日から平成28年3月31日まで

・利用許可に関する業務
・施設、施設等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

差引 -13,444,000 -15,120,000

・受付業務

15,120,000計計 15,120,000 15,120,000

社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

上田市ふれあい福祉センター施設名称

指定管理者名

市

96.26%

備考項目

設定目標値 Ｈ26年度実績

指定管理者（Ｈ26年度）
備考

利用区分等

収
入

26年度決算額 27年度決算額

歳
入

福祉センター管理受託金収入

2,422,387

計

12,701,389事業費

15,120,000

12,697,613

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

2,418,611

項目

人件費

15,120,000

予算額
15,120,000

施設利用者

15,120,000

実施日 実施状況

年１２回 毎月

計 0

13,444,000

歳
出

0

13,444,000

職員が実施

毎日
5月6日、11月3日

1日1回以上 毎日
1月22日年１回

専門業者に委託

Ｈ27年度実績 対前年比(%)
34,41435,752

日常清掃
定期清掃

清掃業者に委託
清掃業者に委託

1日1回以上
年２回

作業項目 作業内容 回数

設備等保守

日常的な館内清掃
専門業者による館内ワックスがけ

給排水・冷暖房・電気設備の点検・防火管理者による点検

有資格者による法的点検
専門業者による自動昇降機の点検

消防設備点検
日常・定期点検

専門業者に委託

決算額

指定管理料

差引 0

1人管理担当（常勤）
1人

・施設の維持管理業務

0

受付担当（嘱託）

役職等

15,120,000

1人
職務内容等計画 実績

1人



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

報告書等の提出

備品の管理状況

評価

○

○

○

○

○

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

判　断　基　準評価項目

150 150 120

0 0

材料費

収入
予算額 決算額 備考

差引

中学生以上を対象。ボランティア体験
中学生以上を対象。ボランティア体験

内容事業・イベント名
夏のボランティア大作戦

開催日時
7/27～8/15

150

スプリングチャレンジボランティア

支出

1533/20～3/31
176

120 90

予算額 決算額 備考
30 30120

参加者数

計

項目
講師謝礼

項目
参加費

120 計

各種保守・点検業務の実施状
況

　若者がボランティア活動を始めるきっかけになるなど、ボランティア育成のよい機会となっ
ている。

休館日・開館時間等の状況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

消防設備の保守管理状況



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

　建物の老朽化により修繕費が年々増加しており、予算内では収まらなくなってきている。

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

従業員の配置状況

支出の状況

収入増への取り組み状況

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

判　断　基　準

サービスの提供方法

公平性の確保等

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価項目

利用者の安全対策の状況

施設賠償責任保険の加入

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(1)

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

○経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

○

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

緊急・災害時への対応

○

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

○

判　断　基　準 評価

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

○

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

評価項目

○

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等
・駐車場のスペースが狭く、駐車することが出来ないとの意見が多くある。利用者には車で
の移動が必須の方もいるため既存のスペースだけでは不足している。

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・細目に電気を消すことやエアコンの設定温度に気を配り、節電に努めた。

・建物の老朽化により修繕費用が年々増加している。また、耐震診断も済んでいない。高齢者から障
がい者、子どもまで様々な方が利用する施設のため安全上の修繕や改築等を検討を進めたい。
・エレベーターやエアコンの室外機等経年劣化による部品の交換が業者から指摘されているため早期
の対応をお願いしたい。

・施設の修繕を迅速に行い、環境整備に努めた。

(１)平成26年度（平成26年4月1日～平成27年3月31日）の取り組みに対する評価

評価項目 判　断　基　準 評価



№010

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

36,224,770 37,345,789計

差引

高齢者学園事務局

887,501

37,345,789

計画
センター管理運営の統括1人 1人

役職等

差引 0

実績

1人

庶務担当（嘱託）

高齢者学園担当

予算額
37,345,789指定管理料 36,735,000

項目 決算額

598,150

施設使用料

595,690

289,862

消防設備点検

日常的な館内清掃

浴室・浴槽・濾過機装置等
給排水・冷暖房・電気設備等の点検

有資格者による法定点検

有資格者による法定点検

給湯・暖房・ボイラー点検

日常点検

作業項目 作業内容 回数 実施日

毎日 毎日

日常清掃
浴室清掃・消毒

設備毎の指定日設備毎の指定日

専門業者に委託

職員が実施

毎日

週2回～毎日

専門業者に委託

施設私用電灯水道料

実施状況

年2回 9月・3月 専門業者に委託

1人

指定管理料

歳
出

20,151,369

人件費

36,735,000

36,735,000 37,345,789

0

入場者数

80,000

1,779,000

1人

計

19,404,000事業費

37,345,789

1人

統括責任者（常勤）

計

  平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

高齢者学園委託 1,779,000

助成費 80,000

15,472,000 15,335,420

歳
入

計

公衆電話使用料

H26算額 H27決算額

7,260 5,200

市

設定目標値 H26年度実績

指定管理者（H27年度）
備考

利用区分等

収
入

H27年度実績 対前年比(%)
92,88892,082 100.88%

286,611

備考項目

上田市社会福祉協議会

料金制導入区分

自動ドア：年3回・エレベーター：年10回 平成27年度中 専門業者に委託

上田市高齢者福祉センター施設名称

指定管理者名

895,272

36,224,770

-35,329,498 -36,458,288

館内庶務

職務内容等

自動ドアやエレベーター等設備等保守

無料施設平成23年4月1日～平成28年3月31日

・上田市高齢者福祉センターの利用許可に関する業務
・上田市高齢者福祉センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

職員が実施

指定管理期間

毎日

週2回～毎日

施設所管課 　福祉部　高齢者介護課

管理担当（嘱託・パート） 2人 2人 施設の維持管理業務

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

計 463,200 463,200

0 0差引

463,200 計463,200

42人

項目
講師謝金

予算額 決算額 備考
463,200

参加者数

463,200

項目
参加費 463,200

事業・イベント名
高齢者パソコン教室

開催日時
毎週月～水

内容

備考
463,200

基礎知識、技能習得に向けた教室

支出収入
予算額 決算額

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

判　断　基　準

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

評価

○

○

○

○休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実
施状況

電気・ガス・水道・燃料の
使用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施
状況

報告書等の提出

備品の管理状況

評価項目

高齢者の生きがいづくり、仲間づくりの場として活用されている。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

従業員の労働条件(1)

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

○

○

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

◎

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

◎

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

◎

判　断　基　準

○
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

評価判　断　基　準

○

評価

◎

○

○緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

支出の状況

収入増への取り組み状況

評価項目

従業員の労働条件(2)

判　断　基　準

利用者満足度の把握

サービスの提供方法

公平性の確保等

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対
応

施設賠償責任保険の加入

従業員の配置状況

評価項目

利用料金(使用料)の取扱状
況

評価項目

利用者の安全対策の状況
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

判　断　基　準 評価評価項目

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

・施設利用者からの寄付金にて2階浴室前に冷水機を設置し、また1階ロビーの老朽化した自
動血圧測定器の入替えを行いました。施設利用者からはとても好評を得ております。
　同様に寄付金等にて、大型液晶テレビをはじめ、主に高齢者学園事業での使用を目的とし
たプロジェクターとスクリーンを導入し、利用者便宜を図りました。
・高齢者学園事業において、学習計画等の大幅な見直しを図り、新年度からの実施に向けて
準備を進めてきました。
　また、学園生の募集においては、在学生や卒業生からの口コミとともに、報道機関を通し
ての呼びかけを増やし、結果的に募集定員を大きく上回る申し込みがありました。
・長年課題になっていた諏訪部公園内の成長した立木枝について、専門業者に依頼し危険箇
所を中心に伐採を行いました。強風時における枝落下等の危険性が減少し、また近隣住民の
方々からも周囲が明るくなって良かった等の意見が寄せられました。

・館内利用における節水、節電等につきましては従来から啓発を続けており、その意識につ
いてはだいぶ浸透してきていると思われます。
・なお、建物をはじめ、電気・給排水設備関係の老朽化が著しく、特に風呂設備関係の故障
が頻発している状況です。そのため、特に風呂業務に係る経費についてはソーラーシステム
の故障が主因と考えられるガス使用量の大幅な増加、並びに地下水汲み上げ装置の故障に伴
う上水道使用量の増加が発生しております。

・上田駅への送迎(定期便)について、安全性に懸念があるため老朽化したマイクロバス(平成
3年登録車両、24人乗り)の使用を中止し、小型のワゴン車(10人乗り)に切り替えての試験運
転を実施しています。1便だけでは乗り切れないケースもあるため、2往復にて運転を継続し
ています。
・特殊詐欺被害が頻発する中、上田市特殊詐欺等被害防止連絡協議会等から寄せられる情報
を本館・別館に掲示し、館内利用者に注意喚起しています。

②経費節減に対する取り組み

③その他

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ
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(２)指定管理業務実施上の課題

・体調不良やＡＤＬ低下等に伴う事故等が度々発生しています。救急搬送されるケースは減
少しましたが、中には体調に異変を感じていても無理に来館され、体調を悪化させるケース
も見受けられます。身元が分からないケースにおいては特に対応に苦慮しており、不特定多
数利用施設における利用のあり方を改めて検討していくことが必要と思われます。
・再掲ですが、建物及び設備関係の老朽化に伴う故障が頻発しており、特に風呂業務におい
ては高熱水費が著しく増加しています。また昨年度は、エレベーター設備や地下排水設備の
故障により、一定期間当該設備の利用ができない状態が続きました。また、暖房設備（エア
ハン装置：ＡＨＵ）からは煙が発生する事案もあり、火災に発展する危険性もあったと考え
られます。万が一の際、一時的な業務休止程度で収まれば比較的影響は少ないと思われます
が、事故等につながる危険性も否定できない状況にあるとも考えられます。建物並びに設備
関係に付きまして、ある程度技術的な側面での判定並びに改修の是非を確認する必要がある
と思われます。
・防災関係につきましては、設備等は｢平成27年度 指定管理業務事業報告書｣での報告のとお
りですが、人員体制につきましては、有事の際の避難誘導に不安が残っています。今後も
日々の管理並びに消防避難訓練等をとおして、課題点の整理及び対策を図っていきたいと考
えております。
・風呂場利用におけるトラブルも発生しています。従来、お互い様の気持ちで譲り合って利
用していた側面が大きかったものが、段々と負の面が強調されるようになり、例えば”場所
取り行為”に関するトラブルや、利用者個人間のトラブルも比例して見受けられるように
なってきました。職員の介入を求められることも増えてきておりますが、相談や緊急時等を
除いては、極力利用者間で解決することが必要であると認識しています。老人福祉センター
の役割としても、今後も利用者間のコミュニケーションやコミュニティーの醸成を図ってい
くことを大切にすべきと考えております。
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（４）その他

・管理面におきましては、現状を維持していくことが中心となりますが、突然の故障等に対
して極力影響が大きくならないよう、関係機関等と連携を図りながら対応していくことが必
要と考えています。
・運営面においては、利協組織や高齢者文化祭の組織運営が段々と厳しくなる中、運営補助
を含め積極的に関与していくことが必要であり、また側面的にもクラブ活動の活性化が図れ
るよう支援していきたいと考えています。

(３)次年度以降の取り組み

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・全般的には、このような生きがい活動の場があること、お風呂を無料で利用できること等
への感謝の気持ちをいただくことが多くあります。それらをとおして、利用者同士の交流の
深まりや社会とのつながりが保たれ、社会的孤立を解消するだけでなく、生きがいや健康の
増進につながっていることを強く感じます。
・設備面の老朽化に対する要望については、畳の傷みをはじめ、和室の洋室化(足が痛く、い
すと机を利用したい)や照明器具の故障頻発に伴うもの、トイレや浴室洗い場の不具合に関す
ること、また大広間ステージ関係(音響設備、舞台裏、バトン、カーテン等)等の意見が寄せ
られています。再掲にて、トイレ手洗い場へのエアータオルの設置や、浴室脱衣場において
ドライヤーを使える台数を増やしてほしい、等の意見が寄せられています。
・再掲にて、お風呂場における”場所取り行為”についての意見が度々寄せられており、施
設側として対処できることは可能な限り対応しておりますが、既存の利用者についても場所
取り行為についての認識に個人差があり、その上で職員の強制介入を求められている事案と
してその対応に苦慮しております。現時点で個々人に対する対処は別のトラブルに発展する
ことも考えられるため、やはり時間を要してでも利用者全体に対する啓発を継続し、結果的
に皆がお互いを思いやり、また譲り合い、誰もが気持ちよく利用できるための施設にしてい
くことが必要であると考えております。

・｢市長への手紙｣にてお寄せいただいた要望について、①『浴室脱衣場におけるドライヤー
の複数台利用』の件、並びに②『トイレ等へのエアードライヤーの設置』につきましては当
館電気設備担当業者と調査等を行い、工事費用等につきましては別に報告の通りです。
・その他につきましては、その都度協議の場を持ちながら迅速に対応していきます。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）
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№011

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

　丸子地域自治センター市民サービス課

5,025,000計

115,000

管理担当(パート)

105,860

5,025,000

役職等 計画
センターの運営を統括(老人福祉センターと兼務)

差引 0

1人

専門業者に委託

決算額
使用料 83,400

予算額
5,025,0005,025,000

大ホール

エントランスホール

和室２号

日常的な館内清掃

館内の設備等の点検

有資格者による法定点検
専門業者による自動ドアの点検自動ドア保守点検

消防設備保守点検

1回/日

2回/年 9月27日,3月2日

7月6日,1月22日2回/年

作業項目 作業内容 回数 実施日

賃金1人分・福利厚生等

専門業者に委託

毎日

毎日

日常清掃

日常点検

職員が実施

職員が実施

1回/日
実施状況

1人

消防設備・自動ドア等

指定管理料人件費

325,000

1,904,648

  平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出 委託料

談話室

消費税

電話料・損害保険料等

280,738

2,107,207

0

36,240

373,872

1人

1人

管理責任者(常勤)

モップ

1人

2,257,000需用費

5,025,000

1,869,000

5,025,000

297,000

役務費 322,295

0 0

消耗品・光熱水費等

H26算額 H27決算額

200

歳
入

計

利用区分等

収
入

指定管理料

計

項目

8,619

指定管理者（H27年度）
備考

900

0

1,230

107.17%

0

項目

0

146.95%

0.00%

159.02%

120.14%

8,700
H27年度実績 対前年比(%)

9,237

144 173

設定目標値 H26年度実績

施設名称

指定管理者名

計

162,000

5,025,000 5,025,000

　施設全体の利用者数は目標値を上回った。

市

83,400

社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

1人

歳
出

職務内容等

施設管理(老人福祉センターと兼務)

1人

上田市長瀬市民センター

使用料（収納委託）平成23年4月1日から平成28年3月31日まで

上田市長瀬市民センターの利用許可に関する業務
上田市長瀬市民センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

料金制導入区分

4,550,696

4,550,696

差引 -4,467,296 -4,919,140

受付、利用許可、利用料徴収

実績

管理担当(臨時)

施設所管課

和室１号 600 549 873

指定管理期間

管理担当(常勤) 1人

指定管理者が
行う業務内容

器具什器費

105,860

備考

837

使用料及び賃借料

公課費

受付、利用許可、利用料徴収(老人福祉センターと兼務)

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

計 0 0

0 0差引

0 計0

項目 予算額 決算額 備考

消防訓練 4

支出

28.3.22

参加者数
4

内容事業・イベント名
消防訓練

開催日時
27.11.24

予算額 決算額 備考項目
収入

評価項目 評価

○

備品の管理状況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

○
事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

○

○

休館日・開館時間等の状況

消火器設置場所・使用方法確認、通報
訓練、避難誘導シミュレーション

日常清掃及び定期清掃の実
施状況

報告書等の提出

電気・ガス・水道・燃料の
使用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施
状況

2



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等

○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

帳票類の保管等

○

評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

判　断　基　準

○

○

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

判　断　基　準

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

評価

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

○

○緊急・災害時への対応

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入

利用者の安全対策の状況

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

支出の状況

収入増への取り組み状況

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状
況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対
応

評価項目

3



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

評価評価項目 判　断　基　準

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・施設修繕について
　大ホールおよび和室にエアコンを設置したことで利用者に快適な空間を提供することがで
きました。
　また大ホールステージ緞帳の交換や壁クロスの張り替工事をするなど老朽化対応を行い快
適利用と利便性を高める修繕を実施することができました。

　当施設は水曜の休館日を除き、月平均１８日夜間利用があります。夜間利用団体があると
きは、職員が夕方開錠しエントランスホールの電灯をつけ、２１時にシルバー人材派遣職員
が施錠に来ますが、点灯時刻を１７時頃として（但し曇天、冬期は早める）利用者に影響が
出ない程度に制限し電灯をつける等の節電対応をしております。

・衛生管理について
　冬期のノロウイルス、インフルエンザの流行に対応するため、施設入口への消毒薬の配置
を行いました。また、洗面所等見やすい場所に、手洗いうがいを励行する張り紙も設置しま
した。

　施設内の備品が老朽化しており、快適利用していただくためには計画的に整備していく必
要があります。

　今後、老朽化物品に関しては予算計上をしながら整備していきたいと思います。
　また、団体等にアンケートを実施し、広く意見を募集し、施設改善に役立てたいと考えて
おります。

　積雪があった時の駐車場の除雪が徹底されておらず、雪が踏み固められて凍って危ないと
いう苦情がありました。雪の降りそうな日は、事前に除雪用バックホーを借用し、危険がな
いように安全管理に努めていきたいと思います。

②経費節減に対する取り組み

③その他

4



№012

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人 人

回 回 回

（施設所管課による評価）

　　利用者数、利用回数共に微減しており、今後更に利用者増及び利用者サービス向上

　の取り組みが必要と思われる。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

計 4,084,950

歳
出

4,206,739

1,616,110

420,337

2,381,0002,386,000
電気料、上下水道料光熱水費

２人

実績

差引 0

１人 １人

ガス

計

指定管理料

重油、灯油

設備保守他

使用料 197,572

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ
等光熱水費他

設定目標値 H26年度実績

自動ドア保守点検

館内清掃
館内清掃（トイレ・床）
　〃　　（窓ｶﾞﾗｽ）

専門業者による保守点検
専門業者による点検

専門業者による保守点検

消防設備点検

暖房設備保守点検

実施日

日常点検 給排水、冷暖房、消防、電気設備、自動扉の点検 一日１回

年２回

作業項目 作業内容 回数
日常清掃

定期清掃

職員が実施
業者に委託
職員が実施

一日１回
週１回
年１回

歳
入

諸収入

専門業者に委託

実施状況

年4回
4月6日、7月14日
10月22日、1月4日

専門業者に委託

専門業者に委託

毎日
毎週月曜日

12月27日、3月25
日

年１回 10月19日
9月10日、3月3日

２人

109,984

2,381,000

570,000

差引

役職等

   平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

修繕費

通信運搬費

231,000

利用者数
使用回数

項目

統括責任者（常勤）

1,078,494

416,880

委託料 1,092,000

2,381,000

298,892203,000

0

計画

燃料費 296,330

指定管理料

計

光熱水費 120,000

2,381,000

予算額

2,381,000

決算額

施設名称

指定管理者名

使用料（収納委託）

95.45%

利用区分等

収
入

H27年度実績

項目

14,645

計 2,381,000

その他

2,381,000

15,300
1,142 1,090
16,520

1,535

備考
指定管理者（H27年度）

社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

上田市真田総合福祉センター

市

92.62%

毎日 職員が実施

対前年比(%)

一般使用料、ｼ
ﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ
使用料

208,900

備考

379,947

26年度決算額 27年度決算額

182,375 211,437

1,732,899

87,840 有線電話87,840

-3,826,792 -3,664,613

管理、窓口、総務、経理業務

職務内容等

全館の管理運営の統括

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間 　平成23年4月1日　～　平成28年3月31日

・センターの利用許可に関する業務
・センターの施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

　真田地域自治センター　市民サービス課

管理担当（常勤・嘱託）

公課費 165,000 180,420

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
　地域福祉推進のための事業を本施設を中心に実施し、本施設の設置目的に沿った活用
がされた。

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

　

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

計

項目
講師謝金

項目
社協財源

212,000 計

決算額 備考
50,000 45,000

予算額

3件

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学園（養成講座）　　10回　101人
サマーチャレンジボラ（小中学生）　7回　175人
ふれあい広場　　1回　約500人
地域清掃ﾊｲｷﾝｸﾞ　　2回　183人
災害救援ボラ立上訓練　　1回　10人

支出

行政書士等による相談会

参加者数

在宅介護者ﾘﾌﾚｯｼｭ事業　　　1回　2人
有償福祉ｻｰﾋﾞｽ　　　　　89回　38人

内容事業・イベント名

ボランティア育成活動　他

開催日時

5月31日
他

生活福祉資金の相談

差引

161,000 167,000材料費

212,000

0 0

収入
予算額 決算額
211,000 212,000

備考

生活援護事業 随時

在宅福祉ｻｰﾋﾞｽ

心配ごと相談事業 年5回 　　5件

40人

969人

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

211,000 211,000

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

評価

○

○

○

○

評価項目

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

　利用者に施設の場所がわかりやすくするための案内板の設置や、体の不自由な方の
優先駐車の「パーキングパーミット」の準備をすすめている。

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

　消火訓練及び避難訓練の実施回数不足を消防署より指摘されているため、年2回以上
実施するようにあらためて指導します。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

収入の状況

判　断　基　準 評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外） ○

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

評価

○

○

○

○

◎

評価

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

○

○

○

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

判　断　基　準

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 △緊急・災害時への対応

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

○

利用者の安全対策の状況

従業員の労働条件(1)

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

支出の状況

収入増への取り組み状況

評価項目

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

個人情報の保護等

○
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・環境整備として、草刈、花壇の整備、害虫駆除等を行い、来場者が気持ちよく施設を
　利用できるように努めた。
・接客、安全運転、苦情解決対応等の研修を全職員が参加し、接客向上に努めた。
・障がい者施設利用者の作品展示を行うことで、利用者の増加と障がい者理解に努めた。

・職員に対し早めのクールビズを実施し、冷房の利用頻度を控えた。
・暖房については、ボイラー運転を極力抑え、可能な限り各室ストーブ対応を行った。
・利用者にポスターで節電を呼びかけるとともに、引き続き電球のLED化を進め、節電
　に取り組んだ。

・ノロウイルス等感染症予防のための消毒液を玄関に配置し、使用を促した。

・施設の老朽化に伴い修繕箇所が増加しており、必要な予算措置を望む。
・老朽化による消防用設備の改修が必要となっている。消防設備の関係で、併設の体育館と合わせ非常放送設備等の設置の検討が必要。

・各部屋の利用状況を把握する中で、あらためて使用後の清掃の徹底を図る。

・福祉センターの玄関は体育館の入口も兼ねている為、各行事等を告知できる掲示板
　の設置を検討して欲しい。
・講堂前のトイレの改修を検討して欲しい。（便座方式等）
・障がい者や高齢者が利用しやすいように、エレベーターの設置を望む。

評価評価項目 判　断　基　準

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②経費節減に対する取り組み

③その他
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№013

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

利用者数は平成24年度から回復し、昨年より1,806人増加である。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

差引 0

役職等

臨時職員

計画

928,299

8,472,000 8,472,000計

0

8,472,000

脱衣所塗装、ロビー照明修理

臨時職員5名分

計

指定管理料

歳
出

ボイラー点検 専門業者による清掃 年１回 2月7日
地下タンク反感検査

日常的な館内清掃

日常点検と法定点検

有資格者による点検

専門業者による清掃

専門業者による清掃

浴槽循環ろ過洗浄保守

自動ドア保守点検

浴槽水検査 有資格者による点検 専門業者に委託

作業項目 作業内容 回数

年２回 8月25日、1月26日

日常清掃

消防設備点検

対前年比(%)

職員が実施
職員及び専門業者に委託

１日１回以上
１日１回以上及び年１回

年２回 4月1日、10月3日

3月8日年１回 専門業者に委託

実施状況

年１回 3月9日 専門業者に委託

４人

灯油

点検、配管洗浄等

実施日

施設管理の統括１人 １人
実績 職務内容等

0

専門業者に委託

毎日
毎日及び2月18日

855,507

538,974

歳
入

H27年度実績

燃料費 1,178,000

1,458,563

13,905

  平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出 業務委託費 450,000

8,472,000

決算額

修繕費 204,000 302,400

利用者数

４人

統括責任者（臨時職員）

人件費 4,645,000 4,388,257

1,319,000

項目
8,472,000

H26年度実績

電気、水道等

26年度決算額 27年度決算額

光熱水費

8,472,000

指定管理者（H27年度）
備考項目

指定管理料

収
入

計 8,472,000

予算額
市

114.93%

備考

12,099

0

8,472,000

上田市真田老人福祉センター施設名称

指定管理者名 社会福祉法人　上田市社会福祉協議会

利用区分等

設定なし
設定目標値

計

676,000

8,472,000 8,472,000

事務費

差引 -8,472,000 -8,472,000

施設の維持管理業務、介護予防等事業運営、利用者受付

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間 無料施設平成23年4月1日から平成28年3月31日まで

・上田市真田老人福祉センターの利用許可に関する業務
・上田市真田老人福祉センターの施設、設備等の維持管理に関する業務
・高齢者の健康向上及び介護予防に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

窓・浴槽カビ清掃 専門業者による清掃 月１回 4月～3月 専門業者に委託

 福祉部　高齢者介護課

専門業者に委託

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通
（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

パッチワーク 毎月第１・2水曜 158人 パッチワーク教室

備品の管理状況

さわやかサロン 毎月第２火曜 194人 高齢者交流等

0 10,000

計

項目
講師謝礼

項目
自主財源

161,00070,000

備考
支出

事業・イベント名
独り暮らし高齢者交流会

開催日時

囲碁、将棋の会 61人

131人

カラオケ

70,000 151,000

予算額 決算額 備考

103人

63人

毎月第１水曜

参加者数

70,000 161,000

0 0

対局

内容
健康教室・体操等年３回

差引

計

カラオケクラブ

収入
予算額 決算額
70,000 161,000

毎月第２火曜

手芸 毎月第２木曜

材料費

手芸教室

○

◎

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

　　高齢者の交流や、施設ＰＲ事業を実施し、高齢者の孤立防止、生きがいづくり、介護
　予防に向けた取り組みを行っている。

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

判　断　基　準評価項目

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

評価

○

○

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

収入の状況

判　断　基　準 評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価

○

評価判　断　基　準

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。

従業員の労働条件(1)

○

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

支出の状況

収入増への取り組み状況

評価項目

○

公平性の確保等

従業員の配置状況

利用者の安全対策の状況

○

○

○

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

評価項目

サービスの提供方法

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

個人情報の保護等

提供サービスの内容

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

○

○

○

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○緊急・災害時への対応

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・シャワーの湯量が細く水道管・給水管内の検査と修繕が必要。
・利用者増加により駐車場及び案内看板場所移動を検討。

緊急時の対応状況 緊急時の訓練がなされているか。 ○
環境整備の取り組み状況 お客様をお迎えする努力がなされているか。

経費節減の取り組み状況 経費節減の努力がなされているか。

○
○

評価項目 判　断　基　準

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
・花壇を設けて、春・秋の花々でおもてなしに努めた。
・自主事業を積極的に実施、PRと高齢者とのコミュニケーションに努めた。
・風呂の見回りを実施し、緊急時や体調の悪い方に気づく体制を組んだ。
・接客並びに苦情処理対応の研修を全職員に対して行った。

・職員にこまめに消灯するよう周知し、節電に努めた。

・インフルエンザ、ノロウィルス対策のための対応マニュアルを作成した。
・インフルエンザ、ノロウィルス予防のため消毒液を配置し、手洗いの徹底を図った。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

・カラオケの新曲の購入。
・駐車場の増設。

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

評価

・施設の老朽化が進み、浴槽の漏水・タイルのひび割れ対応、風呂場の外壁と換気扇
　の修繕が必要。

・好評の自主事業として、事業の充実とＰＲに努めていきたい。

②経費節減に対する取り組み

③その他

4



№014

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

 福祉部　高齢者介護課

役職等 計画 実績 職務内容等

1,610,000

差引 0 0 差引 △ 1,610,000 △ 1,610,000

計 1,610,000 1,610,000 計 1,610,000

賃借料 47,000 48,260

損害保険料 12,000 11,020

業務委託費 710,000 711,080

通信運搬費 41,000 40,438

燃料費 12,000 12,096

指定管理料 1,610,000 1,610,000

水道光熱費 285,000 284,130

支
出

消耗品・器具計器費 27,000 27,214

歳
出

修繕費 476,000 475,762

計 1,610,000 1,610,000 計 0 0

備考

収
入

受託金 1,610,000 1,610,000

歳
入

指定管理者（H27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26決算額 H27決算額

作業室 467 443 94.86%

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

会議室 597 698 116.92%

 保守点検 自動ドア 3 6/19・10/28・2/22 専門業者に委託
 垣根、植栽の剪定 1 10/19 専門業者に委託

 日常清掃 52 １回/週（毎木曜日) 専門業者に委託
 消防設備点検業務 法定点検 2 10/1・3/31 専門業者に委託

 定期清掃 館内の清掃 2 5/26・9/16 職員が実施
 消防設備点検 防火管理者点検 2 5/20,10/14 職員が実施

実施状況

 日常清掃 外まわりの除草 4 6/14・7/23・8/10・9/16 職員が実施

指定管理期間  平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日

作業項目 作業内容 回数 実施日

料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

 老人福祉センタ－の利用許可に関する業務
 老人福祉センタ－の施設、整備等の維持管理に関する業務

施設所管課

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称  上田市武石老人福祉センタ－寿楽荘

指定管理者名  社会福祉法人 上田市社会福祉協議会



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

計 0 0 計 0 0

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等
・苦情は、特にありませんでした。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・昭和４７年建設の施設であり、屋根・雨トヨ・壁（モルタル）等に経年劣化が見受けら
れ、特に顕著な不具合個所についてのみ、必要最低限の修繕を実施しています。

(３)次年度以降の取り組み

・利用者は減少傾向にありますが、高齢者の趣味・娯楽活動や生涯学習活動・ボランティ
ア活動の拠点施設として大きな役割を担っており、今後も継続的に利用していただくため
に利用団体・利用者への働きかけを行っていきます。

（４）その他

②経費節減に対する取り組み
・従来から、照明、暖房器具等は必要時のみの使用を徹底しています。

③その他
・特にありません。

(２)指定管理業務実施上の課題

利用者へのサ－ビス状況 利用者主体でサービスを行っているか ○

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
・施設の老朽化と従来からの施設規模のため、新たな利用団体等はありませんでした。
・年間を通じて定期的に利用している団体・利用者に対しては、継続して利用していただ
くようアピールするとともに、新規利用者の発掘・歓誘等について協力を呼びかけまし
た。

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の労働環境確保 従業員の労働条件や賃金水準は適正に確保されているか。 ○



№015

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

 母子寮は、生活困窮、DV等の理由により緊急的に福祉事務所の措置で入所した母子を保護し、
自立を支援するための母子生活支援施設であり、施設の利用状況は入所世帯それぞれの居室と児
童の生活指導室となっている。専門性の高い職員配置等支援体制は充分整っている。

相談、支援、指導（母子・少年・個別・心理）77支援員

◇委託事業
　指定管理料
　一時保護

50,739,429

施設統括

54,563,170

53,992,770

371,160

計画

嘱託医

54,403,000

利用料収入

項目

一時保護委託料等

県負担金

差引 0

専門業者に委託

0

1,396,434

決算額

371,160 （県負担金）

10,893,110

他市負担金

9,236,878

41,741,386

日常的な館内清掃
給排水・冷暖房・電気設備の点検

有資格者による法定点検

専門業者による清掃受水槽清掃

消防設備点検 7月・2月

2月年１回以上

作業項目 作業内容 回数 実施日

専門業者に委託

毎日

毎日

日常清掃
日常・定期点検

職員が実施

職員が実施

一日１回以上

一日１回以上

年２回

実施状況

1

一時保護委託料

計

管理委託料

360,600

歳
出

予算額
54,403,240

1,949,574

委託事業収入

1 1

1

施設長

4,745,417

4,587,000

0

役職等

1

  平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

返還金事務費支出 4,482,872

市

計

4,926,000事業費支出

57,749,248

2,434,000

58,757,000

H26決算額 H27決算額

5,757,676 6,086,512

歳
入

35,044,879

58,752,772

国庫負担金

人件費支出 49,244,000 48,520,959

設定目標値 H26年度実績

寄付金

指定管理者（H27年度）
備考

1,900,000

20,000収
入

87.50%
H27年度実績 対前年比(%)

14

法人繰入金

利用区分等
　年度初日在籍世帯数

項目

社会福祉法人　上田明照会

上田市母子寮

使用料（直接収納）

16

施設名称

指定管理者名

計 58,757,000 57,749,248

平成２６年４月１日から平成２９年３月３１日

1.入所者の保護・支援　2.入所者の自立支援　3.寮内保育　4.児童、生徒の育
成　5.就労支援　6.施設及び設備の維持管理　7.DV被害者の受入、緊急対応

指定管理者が
行う業務内容

備考

61,168,760

360,600

0

1

計 61,529,360

199,240

差引 -2,776,588 -3,823,741

一般事務

実績 職務内容等

個別対応、健康診断

事務員

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間

　健康こども未来部　子育て・子育ち支援課

返還金は前年度
国庫負担金の精
算分



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

項目

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

　運営委員会、子ども会活動とも、施設の共同利用や、行事に協力する内容となっていて、自分
たちで考え、話し合う場が設けられている。退寮後を見据え、社会生活を身につける自立支援の
一つとして取り組んでいる。

○

計 0 0

0 0

0 計0

項目 予算額 決算額 備考
支出

季節の行事への参加、協力
事業・イベント名

　子ども会（子）
開催日時

予算額 決算額
収入

備考

施設の共同利用部分について話し合う

内容

差引

参加者数

　運営委員会（母）

評価項目

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

評価

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

◎

○

◎

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外） ○

○

◎

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実
施状況

電気・ガス・水道・燃料の
使用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施
状況

報告書等の提出



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

帳票類の保管等

◎

◎

施設管理上の秘密の保持等

◎

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

評価

収入の状況

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

判　断　基　準

○

◎

○
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ◎

判　断　基　準

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

◎
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

◎

利用者の安全対策の状況

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

緊急・災害時への対応

評価項目

支出の状況

収入増への取り組み状況

評価項目

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対
応

施設賠償責任保険の加入

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状
況

評価項目 判　断　基　準



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・ベランダにマイマイガが発生している。（対応）各部屋ベランダごとに、卵、毛虫の駆除
をおこなった。来年度は早い時期から注意をし駆除する方針。
・共用使用の風呂の使い方、入浴後の掃除の仕方が悪い。（対応）入浴の決まりを口頭指導
するとともに、「入浴の決まり」を全世帯に配布する。

入所者は、様々に複雑な事情を抱えているが、支援に必要な専門職員を配置し、入所者の自
立に向けた適切な支援を行っている。

充分認識して取り組んでいる。
入所者への周知も徹底している。

自立支援計画に基づき、入所者の保護、生活援助及び自立支援の重要性を充分に認識した支
援を行っている。また、自立後の支援も行っている。

今後老朽化に伴う施設整備が課題となってくる。
また、施設の運営として利益追求ではなく、支援力によって入所者が自立に向かって生活で
きているかが評価のポイントであり、母子支援施設の特殊性を考えると広域的な受入や、困
難ケースが多くなっている中、人材の確保や支援員の資質向上が課題となっている。

それぞれのケースにおいて、自立に結びつけるため、一層の資質向上に努める。

○入寮者への支援、対応 退所後の相談支援に応じる体制が整えられているか。

◎

評価

入寮者への支援、対応
入寮者の事情（生活困窮、ＤＶ、虐待）を把握し安全等に配慮
し、適切な支援をしているか。

評価項目 判　断　基　準

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

③その他

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他



№016

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

0 0

役職等

0

計

計画

差引 0

決算額

グラウンドの整備
作業項目 作業内容 回数 実施日
日常業務 自治会役員が実施随時

計

歳
出

0

実施状況

項目 予算額

常駐職員の配置無し

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

歳
入

0計

H26決算額 H27決算額
市

設定目標値 H26年度実績

指定管理者（H27年度）
備考

利用区分等

収
入

H27年度実績 対前年比(%)

備考項目

計 0 0

室賀地区自治会連合会

上田市室賀運動広場施設名称

指定管理者名

0

差引 0 0

実績 職務内容等

0

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間 無料施設　　Ｈ28.4.1～Ｈ33.3.31

　利用許可に関する業務
　施設、設備等の維持管理に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

　農林部　森林整備課

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

計

項目項目

0 計

予算額 決算額 備考

参加者数

支出

事業・イベント名 開催日時 内容

0 0 0

0 0差引

収入
予算額 決算額 備考

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。

判　断　基　準

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

評価

○

○

○

評価項目

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

2



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(1)

収入の状況

○

評価

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

帳票類の保管等

施設管理上の秘密の保持等

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

判　断　基　準

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

判　断　基　準 評価

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。 ○緊急・災害時への対応

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

利用者の安全対策の状況

支出の状況

収入増への取り組み状況

従業員の配置状況

評価項目

評価項目

公平性の確保等

サービスの提供方法

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

施設賠償責任保険の加入

3
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

グラウンド周辺の草刈
トイレ等の維持管理

冬季間の水道とトイレ使用閉鎖
水道栓凍結防止を図っている

利用者の安全確保のため施設の安全点検を実施（毎月1回）

特に無し

現状維持

特に無し

特に無し

評価評価項目 判　断　基　準

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

5



№017

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市越戸農村広場

指定管理者名 越戸自治会

指定管理期間 平成23年4月1日　～　平成28年3月31日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

・越戸農村広場の管理運営に関する業務
・越戸自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

施設所管課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

定期清掃 ゴミ広い・草刈 年３回 6月、8月、10月 自治会役員にて実施

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

指定管理者（Ｈ27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26算額 H27決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

歳
出

0

計 0 0 計 0 0

差引 0 0 差引 0 0

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（自治会長） １人 １人 統括
管理部門（分館長） １人 １人 施設の管理、状況把握等

　農林部　農政課

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・収入・支出ともに実績なし。

評価項目 判　断　基　準 評価

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・開放的な施設で利用申請を不要としているので、誰でも気軽に利用できる状態ではある
が、ほとんど利用されない状況。
・利用促進の働きかけ等も特にしていない。

②経費節減に対する取り組み

③その他

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(２)指定管理業務実施上の課題

・自治会役員にゴミ拾い、草刈を実施しているが利用がされていない状況なので、利用促
進が課題。

(３)次年度以降の取り組み
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№018

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市中組農村広場

指定管理者名 富士山中組自治会

指定管理期間 　平成28年4月1日　～　平成33年3月31日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

・中組農村広場の維持管理に関する業務
・富士山中組自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

施設所管課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

　農林部　農政課

定期清掃 広場の清掃 毎月１回 随時 自治会にて実施
定期点検 遊具の点検 毎月１回 随時 自治会にて実施

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

指定管理者（Ｈ27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26算額 H27決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

差引 0 0 差引 0 0

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（自治会長） 1人 1人 統括
管理部門（副自治会長） 1人 1人 施設の管理、状況把握等
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

10月の自治会の運動会前にグラウンドの補修を実施
春から、周囲の除草

遊具の点検を常時実施している

１月にどんどん焼き
自治会の運動会

評価項目 判　断　基　準 評価

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）
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№019

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市矢沢農村広場

指定管理者名 矢沢自治会

指定管理期間 平成23年4月1日　～　平成28年3月31日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

・矢沢農村広場の管理運営に関する業務
・矢沢自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

施設所管課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

管理業務 草刈 年１回以上 随時 自治会にて実施
管理業務 広場の清掃 年２回 7月・８月 自治会にて実施

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

指定管理者（Ｈ27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26算額 H27決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

差引 0 0 差引 0 0

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（自治会長） 1人 1人 統括
管理部門（副自治会長） 1人 1人 施設の管理、状況把握等

　農林部　農政課
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通
（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

2



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価
※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

無料開放しているので近所の人々がそれぞれ自由に利用している

年2回草刈り及び清掃を行なっている

評価項目 判　断　基　準 評価

・新しい活用方法を検討していく予定。

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(２)指定管理業務実施上の課題

・利用者が高齢者のため、利用回数が減っている。

(３)次年度以降の取り組み
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№020

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市町吉田農村広場

指定管理者名 町吉田自治会

指定管理期間 平成23年4月1日　～　平成28年3月31日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

・町吉田農村広場の管理運営に関する業務
・町吉田自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

施設所管課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

　農林部　農政課

管理業務 定期清掃 毎月1回 随時 自治会にて実施
管理業務 遊具の定期点検 毎月1回 随時 自治会にて実施

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

指定管理者（Ｈ27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26算額 H27決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

差引 0 0 差引 0 0

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（自治会長） 1人 1人 統括
管理部門（副自治会長） 1人 1人 施設の管理、状況把握等
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

3



4



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

草刈や清掃は一斉清掃時行っている

近くの保育園児も散歩途上遊具を使うので、安全点検を適宜行っている

土地がでこぼこしており、遊んだり走ったりする際に危険である

ゲートボール場、園児の遊び場として環境整備に取り組んでいきたい。

評価項目 判　断　基　準 評価

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
環境整備としてフェンス側の植木の剪定と柳木の伐採を行い、近隣の民家に迷惑が掛から
ないよう配慮した

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）
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№021

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市下吉田農村公園

指定管理者名 下吉田自治会

指定管理期間 平成23年4月1日　～　平成28年3月31日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

・下吉田農村公園の管理運営に関する業務
・下吉田自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

施設所管課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

管理業務 広場の清掃・ゴミ拾い 年１回 7月 自治会役員にて実施

管理業務 広場の草刈 年２回 随時 自治会役員にて実施

管理業務 遊具の点検 毎月１回 随時 自治会役員にて実施

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

指定管理者（Ｈ27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26算額 H27決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

歳
出

遊具等撤去費 215,250

計 0 0 計 215,250 0

差引 0 0 差引 -215,250 0

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（自治会長） 1人 1人 統括
管理部門（副自治会長） 1人 1人 施設の管理、状況把握等

　農林部　農政課
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守さ
れているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施
設の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっている
か。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物
はないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適
切に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の
書類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

3
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・親睦を深めるため区民レクリエーション大会を実施公園の外にある防犯灯で夕方などに利用者の安全を図る

・外の流し台の水は通常止水しておく
・

・公園内の施設や遊具の点検を自治会役員で月に１回実施している

・

・公園の地面が凹凸面が多くなっており良策がないか検討中
・公園を数多く利用するための方策を検討中

評価項目 判　断　基　準 評価

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

男性用小便所のみ使用を可能とし、女性用トイレはいたずら防止のため必要時以外は鍵
をする

③その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(２)指定管理業務実施上の課題

外周に設置されている高さ2.4ｍほどの金網フェンスが老朽化により斜めに倒れ掛かって
おり、利用者の安全のため修繕が必要

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他
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№022

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市西野竹農村広場

指定管理者名 西野竹自治会

指定管理期間 平成23年4月1日　～　平成28年3月31日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

・西野竹農村広場の管理運営に関する業務
・西野竹自治会の地域全般にわたる行事の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

施設所管課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

管理業務 広場の清掃 年１回 ７月 自治会にて実施
管理業務 トイレ清掃 毎週１回 随時 自治会にて実施
管理業務 遊具の点検 毎月１回 随時 自治会にて実施
管理業務 樹木の枝打ち 年１回 ３月 自治会にて実施

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

指定管理者（Ｈ27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26算額 H27決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

0 0

歳
出

修繕 21,000 306,720

計 0 0 計 21,000 306,720

差引 0 0 差引 -21,000 -306,720

役職等 計画 実績 職務内容等
統括責任者（自治会長） １人 １人 統括
管理部門（副自治会長） １人 １人 施設の管理、状況把握等

　農林部　農政課
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

○

3
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

評価項目 判　断　基　準 評価

②経費節減に対する取り組み

③その他

(３)次年度以降の取り組み

・安全、安心な広場として利用できるよう定期的な巡回点検を強化します。
・夜は広場内が暗闇になってしまうので防犯灯の設置を要望します。

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
・幼児や保育園児が喜んで遊ぶ遊具である「すべり台」の階段を登りやすい階段に交換し
　ていただき、ペンキ塗りもした。
・多くの小学生、中学生等が利用する「鉄棒」も交換して、安心して遊べるようになりま
し
　た

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・トイレのドアの「ねじ」がゆるんでいたので締め増しを行いました。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・休憩所になっているベンチ、テーブルの上には、藤の木があり花の咲く頃には多くの人
　が花見に訪れます。枝が垂れて人に当たらないように剪定をして手入れした。
・役員が1週間に1回以上広場を巡回点検をし、かみくず、空き缶等を回収した。

(２)指定管理業務実施上の課題

・常設の管理人はいないので、多少のごみのポイ捨てがある。
・広場周囲の生垣の手入れをして、きれいにしたい。
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№023

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

委託料 20,000 20,000

真田地域自治センター　産業観光課

　真田地域の地産地消の発信基地として、安心・安全な農産物の提供と地域活性化に取り組んで
いただいた。
　併せて、ゆきむら夢工房とも共同して賑わいの創設と誘客への取り組みが見られた。

備品リース料 670,000 670,000

86,000

レジ担当・施設維持担当

0

施設の運営を統括１人
職務内容等

2,980,000

管理担当

役職等 計画

差引 3,995,000

実績

１人
サポートスタッフ ５人

１人

9,900,000

660,000

統括責任者

５人

150,000

680,000

0

歳
入

0

作業項目 作業内容 回数
施設内清掃
施設内大掃除
駐車場等周辺の清掃

日常清掃
定期清掃

周辺の清掃

スタッフが実施
スタッフが実施

１日１回以上
年１回以上

毎日
12月末

歳
出

スタッフが実施１日１回以上 毎日

計

実施日 実施状況

来客数

決算額項目

1,500,000

160,000

1,600,000

150,000

人件費

9,900,000

予算額
11,061,000

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

消耗品費 200,000

管理費

3,500,000 3,800,000

計

通信費

11,061,000

販売高手数料

水道光熱

諸経費

H26決算額 H27決算額

設定目標値 H26年度実績

指定管理者（H27年度）
備考

利用区分等

収
入

H27年度実績 対前年比(%)

79,79673,970

上田市真田農林産物展示販売施設施設名称

指定管理者名

市

107.88%

信州うえだ農業協同組合

備考項目

74,500

管理部門の統括・経理担当１人

計

120,000

6,920,000 7,066,000 0計

差引 0 0

指定管理期間 無料施設　　平成26年4月1日から平成31年3月31日

　　真田農林産物展示販売施設の利用許可に関する業務
　　真田農林産物展示販売施設の施設整備等に関する業務

指定管理者が
行う業務内容

施設所管課

料金制導入区分



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

雑収入

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

206,567

計

項目
総会・講習会費

項目
繰越金

研修会会費

1,142,992 計

1,888

586,000 617,832

予算額 決算額 備考

1,015

448,181

参加者数

支出

50,000 59,384

11月21日.22日

開催日時
8月12日.13日

事業・イベント名
花市

差引

盆用の花の販売
野沢菜の販売

内容

収入
予算額 決算額 備考

540,000 554,000

448,181

入会金・年会費

0 133,000

野沢菜祭り

通信費・雑費他 183,0697,811 271,181

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守さ
れているか。

81,000 76,140

0

0

事業費・研修会費

○

判　断　基　準評価項目

988,181 988,181 936,425

評価

○

○

○

○

○
施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっている
か。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適
切に行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物
はないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の
書類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。

役員会費

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施状
況

報告書等の提出

備品の管理状況

休館日・開館時間等の状況

　当施設を利用する地域の農家による利用者組合により、地元農産物の販売・消費すると共
に、安全・安心な農産物の提供のため、「安全安心講習会」を開き、安全な農産物の提供に
寄与している。

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施
設の清掃や整理整頓が行われているかどうか。



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制
がとられているか。（※従業員がいない場合は評価対象
外）

○

○

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が
配置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身
だしなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

判　断　基　準

評価

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦
情等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されると
ともに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれている
か。

○緊急・災害時への対応

○

○

○

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理
者や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが
適切に行われているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安
全確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職
員研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。 ○

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険
に加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） ○

○
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われてい
るか。

従業員の配置状況

評価項目

利用者の安全対策の状況

施設賠償責任保険の加入

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に
整備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象
外）

サービスの提供方法

公平性の確保等

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われてい
るか。施設運営に不要な経費の支出がないか。

判　断　基　準

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

支出の状況

収入増への取り組み状況

評価項目

利用者満足度の把握

提供サービスの内容

従業員の施設利用者への対応

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況

評価項目 判　断　基　準





７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

評価評価項目 判　断　基　準

・豊富な品揃えの希望
・傷み物のスムーズな撤去
・気持ちの良い接遇
・冬季の定番の確保

・特記事項なし

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・修理、補修等のすすめ、やり方の方法を検討

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

・定番商品の定着　　・商品の劣化に対しての返品、売れ残り商品の価格対応
・季節的な大量入荷に対する抑制指導　　・地元菅平産レタスの販売により消費宣伝を実施
・電灯を明るく改修し、売り場の雰囲気づくりに努めた
・花市の開催（8月12日/13日）　・真田の郷野沢菜まつり実行委員会と協賛（11月21日/22日）

・季節による就労人員の調整
・エアコンのこまめな温度調節による節電実施
・レジ袋の持参推進

・特記事項なし

②経費節減に対する取り組み

③その他

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

・利用者拡大のために、各種イベント等を企画、実施を予定
・従業員を対象とした接遇研修を実施予定



№024

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

円 円

人 人

（施設所管課による評価）
安心・安全な農産物の生産・提供のため、栽培講習会等を積極的に開催しながら、イベントも
積極的に開催することで、来客数・売上額ともに前年を上回った。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

施設所管課

料金制導入区分指定管理期間 無料施設平成27年4月1日～平成32年3月31日

・上田市丸子農産物直売加工施設の、施設・設備等の維持管理に関する業務
・周辺地域に関する情報の収集及び交流の促進を図る業務

指定管理者が
行う業務内容

0

職務内容等

上田市丸子農産物直売加工施設　あさつゆ運営組合

上田市丸子農産物直売加工施設　あさつゆ施設名称

指定管理者名

0

備考項目
市

300,000,000 109.15%

250,000

H27年度実績 対前年比(%)
327,855,792

233,942 249,037

300,359,918

106.45%

設定目標値 H26年度実績

指定管理者（H27年度）
備考

利用区分等

収
入

H26算額 H27決算額

計

歳
出

歳
入

  平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

支
出

2

計 0

8

統括責任者

計 0 0

0

売上額

来客数

0

実施状況

8

専門業者に委託

毎日

毎日

日常清掃
日常・定期検査

職員・組合員にて実施

職員が実施

日1回以上

日1回以上

年2回 2月・8月

作業項目 作業内容 回数 実施日
館内清掃
給排水・冷暖房・電気設備の点検

有資格者による法定点検消防設備点検

決算額予算額項目

差引 0

実績

2

職員（正規）

1
役職等 計画

職員（臨時）

0

維持管理、経理、販売業務

計

1

差引

販売業務

0 0

施設運営の統括

0

　丸子地域自治センター　産業観光課

1



５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

○

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況

日常清掃及び定期清掃の実
施状況

電気・ガス・水道・燃料の
使用状況

消防設備の保守管理状況

各種保守・点検業務の実施
状況

報告書等の提出

備品の管理状況

◎

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の
清掃や整理整頓が行われているかどうか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類
が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ◎

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されて
いるか。

収入
予算額

内容事業・イベント名 開催日時

項目 項目決算額 備考
支出

予算額 決算額 備考

参加者数

差引

0 計0

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に
行われているか。

法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はな
いか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

計 0 0

0 0

◎

◎

◎

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

2



(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従業員の施設利用者への対
応

施設賠償責任保険の加入

サービスの提供方法

公平性の確保等

従業員の配置状況

評価項目

提供サービスの内容

利用料金(使用料)の取扱状
況

評価項目 判　断　基　準

利用者満足度の把握

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

収入増への取り組み状況

評価項目

支出の状況

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確
保のために必要な対策が講じられているか。 ○

○

利用者の安全対策の状況

評価

◎

○

◎

ホームページの内容が更新されていないため、対応を要請した。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

判　断　基　準 評価

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、
職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

○

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

◎

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や
管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

◎

評価

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置
されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研
修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

判　断　基　準

利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だし
なみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

帳票類の保管等

○

施設管理上の秘密の保持等

◎
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。

緊急・災害時への対応

利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適切
に行われているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加
入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等
を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

個人情報の保護等

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるととも
に、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

従業員の労働条件(2) ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制がと
られているか。（※従業員がいない場合は評価対象外） ○

法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整備
されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

収入の状況

3



７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

ＧＡＰ（良い農業の実践）の推進
情報発信の強化
映像コンテンツ（栽培現場・調理法など）の強化

特になし

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

真田丸に関連して幟旗を独自に作成、また組合員により高さ2ｍほどの像「ゆきむらくん」を
制作し、来客の目を楽しませるばかりでなく、記念写真も撮影できるようにするなど、状況
に応じた取り組みがなされている。

各種看板等、組合員及び職員により制作
施設の清掃や売場の補助等、組合員が当番制により実施。

特になし

(２)指定管理業務実施上の課題

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

・組合員の高齢化が進んでいるため、新規組合員の加入を促進すること。

②経費節減に対する取り組み

③その他

評価

地産地消の推進 学校給食への納入を積極的に行なっている

評価項目

　　※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

遊休荒廃地対策
（特に高齢の）農地所有者の営農を手助けするため、新たな取
組みを開始した ◎

◎

地域のＰＲ活動 真田丸に関連ＰＲを積極的に行なっている

判　断　基　準

◎
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１．管理業務実績

２．施設の利用状況

人 人

（施設所管課による評価）

景気悪化等による。

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

（1)　利用許可に関する業務
（2)　施設、設備等の維持管理に関する業務
 (3)　企業部の活動

施設所管課 　市民参加協働部　人権男女共同参画課

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市中之条大型共同作業場

指定管理者名 部落解放同盟上田市協議会

指定管理期間

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

定期清掃 定期的な施設内清掃 週１回以上 開所日 職員が実施

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

・企業部従事者数 5 0 0 #DIV/0!

指定管理者（H27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26年度決算額 H27年度決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

差引 0 0 差引 0 0

役職等 計画 実績 職務内容等

統括責任者 １人 １人 管理業務及び清掃
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
自主事業、収入・支出なし

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。 ○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

・電子部品の下請け業務を受注するために、企業との交渉を行った。

・近年の不況により、自主事業の電子部品の下請け業務がなくなり、収入について不安な
要素がある。また、施設の管理にも影響が出てくると思われる。

・引き続き、電子部品の下請け業務を受注するために、企業との交渉を進める。

評価項目 判　断　基　準 評価

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）
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№026

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

・企業部の活動として、農機具等の倉庫として利用

・一部は資源物回収所として利用

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

（1)　利用許可に関する業務
（2)　施設、設備等の維持管理に関する業務

施設所管課 　市民参加協働部　人権男女共同参画課

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 上田市矢沢共同作業場

指定管理者名 部落解放同盟上田市協議会

指定管理期間

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

指定管理者（H27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26年度決算額 H27年度決算額 備考

収
入

歳
入

計 0 0 計 0 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

差引 0 0 差引 0 0

役職等 計画 実績 職務内容等

統括責任者 １人 １人 管理業務及び清掃
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）
自主事業、収入・支出なし

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容

収入 支出
項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額 決算額 備考

計 0 0 計 0 0

差引 0 0

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外）

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

評価項目 判　断　基　準 評価

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

(２)指定管理業務実施上の課題

(３)次年度以降の取り組み

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）
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№027-042

１．管理業務実績

２．施設の利用状況

（施設所管課による評価）

３．収入・支出の状況（自主事業は除く） （金額単位：円）※ 消費税額含む

４．職員の配置状況

各施設責任者（支部長） １人 １人 担当施設の統括
管理部門（支部役員） １人 １人 施設の管理、状況把握等

役職等 計画 実績 職務内容等

統括責任者（会長） １人 １人 全体の統括

0

差引 0 0 差引 0 0

計 0 0 計 0

支
出

歳
出

計 0 0 計 0 0

収
入

歳
入

指定管理者（Ｈ27年度） 市
項目 予算額 決算額 備考 項目 H26算額 H27決算額 備考

利用区分等 設定目標値 H26年度実績 H27年度実績 対前年比(%)

施設確認業務 農機具の整備、管理状況と利用状況の確認 ２回 7月3日、3月27日 各施設の巡回、支部長への確認により実施

管理業務 草刈等 随時 随時 各支部にて実施
日常清掃 建物内の清掃 随時 随時 利用者が利用後に実施

施設所管課

作業項目 作業内容 回数 実施日 実施状況

　農林部　農政課

指定管理期間 平成23年4月1日　～　平成28年3月31日 料金制導入区分 無料施設

指定管理者が
行う業務内容

・同和対策農業近代化施設の管理運営、利用許可に関する業務
・あらゆる差別の撤廃、権利保障の実現のための事業の推進
・明るい地域づくりに係る事業の推進

平成２７年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

施設名称 同和対策農業近代化施設（別紙１６施設）

指定管理者名 部落解放同盟上田市協議会
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５．自主事業の状況

(1)自主事業実績

(2)収入・支出の状況 （金額単位：円）※ 消費税額含む

（施設所管課による評価）

６．施設所管課による評価（共通評価項目）　※ 全施設共通

（評価の基準）

◎ … 事業計画や市の仕様書等を遵守し、それを上回る取組が行われている。

○ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が適切に行われている。

△ … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が概ね適切に行われているが、改善すべき点がある。

× … 事業計画や市の仕様書等に定める取組が行われていない。

(1)施設管理

（施設管理に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

報告書等の提出
条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書
類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適切か。 ○

備品の管理状況 備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

消防設備の保守管理状況
法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物は
ないか。（※消防設備が不要な施設は評価対象外） ○

各種保守・点検業務の実施状
況

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切
に行われているか。 ○

日常清掃及び定期清掃の実施
状況

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設
の清掃や整理整頓が行われているかどうか。 ○

電気・ガス・水道・燃料の使
用状況

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象
外）

○

評価項目 判　断　基　準 評価

休館日・開館時間等の状況
条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守され
ているか。 ○

0

差引 0 0

計 0 0 計 0

決算額 備考項目 予算額 決算額 備考 項目 予算額
収入 支出

事業・イベント名 開催日時 参加者数 内容
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(2)財務状況

（財務状況に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(3)利用者サービス

（利用者サービスに対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

(4)その他

（その他に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

帳票類の保管等
経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われている
か。 ○

従業員の労働条件(1)
休憩が適切に与えられているかどうか等、適正な勤務体制が
とられているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

従業員の労働条件(2)
法定帳簿（○労働者名簿 ○賃金台帳 ○出勤簿）が適正に整
備されているか。（※従業員がいない場合は評価対象外）

利用者の安全対策の状況
危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全
確保のために必要な対策が講じられているか。

○

施設賠償責任保険の加入
管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に
加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象外） △

施設管理上の秘密の保持等
施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者
や管理方法が明確であり、適切に管理されているか。

○

緊急・災害時への対応
緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとと
もに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれているか。

○

従業員の配置状況
事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配
置されているか。責任者や指揮命令系統は明確か。

○

個人情報の保護等
利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員
研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられているか。

○

公平性の確保等 特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 ○

評価項目 判　断　基　準 評価

従業員の施設利用者への対応
利用者が気持ちよく利用できるよう、職員の服装などの身だ
しなみや言葉づかい等の接客マナーは適切であるか。 ○

サービスの提供方法
利用者に対する案内や受付等、施設利用に係るサービスが適
切に行われているか。 ○

利用者満足度の把握
アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情
等を把握し、施設運営に反映する仕組が整っているか。 ○

提供サービスの内容
対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよ
う、職員に対する研修等、適切な対応が行われているか。 ○

利用料金(使用料)の取扱状況
料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われている
か。施設運営に不要な経費の支出がないか。 ○

収入増への取り組み状況
収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。
（※無料施設は評価対象外）

評価項目 判　断　基　準 評価

収入の状況
収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。
（※無料施設は評価対象外）
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７．施設所管課による評価（個別評価項目） ※ 施設ごとに必要により設定・評価

※ 評価の基準は、「６．施設所管課による指定管理業務の評価（共通事項）」と同じ

（個別事項に対する評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

８．指定管理者による自己評価（セルフモニタリング）

（４）その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等
・電気類の不具合等改善をした。

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

・利用者の安全確保のため施設の点検を行い一部修繕を行った。

(２)指定管理業務実施上の課題

・建物の老朽化に伴い修繕が必要なところが毎年増加している。

(３)次年度以降の取り組み

・利用者の減少があることから利用拡大を進めていく。

(１)平成27年度（平成27年4月1日～平成28年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み
・全体的に老朽化が進んでいるが使用を呼びかけてきた危険度の高いものに関しては修繕
を行う。

②経費節減に対する取り組み
・節電、節水をしムダを無くすようにした。

③その他

評価項目 判　断　基　準 評価
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別紙

№ 施設名 指定管理者 備考

部落解放同盟上田市協議会 平成23年4月1日

会長 から

深井　茂次 平成28年3月31日

2 矢沢共同作業所 同上 同上

3 保野共同作業所 同上 同上

4 東前山共同作業所 同上 同上

5 浦野共同作業所 同上 同上

6 御所農機具保管施設 同上 同上

7 中之条農機具保管施設 同上 同上

8 川辺町農機具保管施設 同上 同上

9 伊勢山第一農機具保管施設 同上 同上

10 伊勢山第二農機具保管施設 同上 同上

11 宮之上農機具保管施設 同上 同上

12 保野農機具保管施設 同上 同上

13 宮之上なめこ周年栽培施設 同上 同上

14 東前山農機具保管施設 同上 同上

別所農機具保管施設　兼

もみすり精米作業所

16 伊勢山本しめじ周年栽培施設 同上 同上

同和対策近代化施設一覧

1 伊勢山共同畜舎

15 同上 同上


